
■浴室廻りの断熱　断熱特記

・ コ ン ク リ ー ト に 対 し て 断 熱 材 を 施 す 際 は 、 コ ン ク リ ー ト 躯 体 に 断 熱 材 を 全 面 接 着 さ せ 室 内 空 気 が

　 躯 体 と 断 熱 材 の 境 界 に 流 入 し な い よ う に す る 。

・ す べ て の 断 熱 材 は 隙 間 な く 施 工 す る 。 納 ま り 上 や む な く 隙 間 や 欠 け が 生 じ る 部 分 に は 必 ず 発 泡 ｳﾚﾀﾝで 密 閉 断 熱 処 置 す る 。

・ 以 下 発 泡 ｳﾚﾀﾝと は 建 築 物 断 熱 用 吹 付 け 硬 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム A種 1H(断 熱 記 号 E)と す る

・ 外 気 に 面 す る 熱 橋 部 分 に は 断 熱 補 強 を 適 切 に 施 す 。

・ ユ ニ ッ ト バ ス は 断 熱 さ れ た 外 壁 、 床 、 屋 根 （ 天 井 ） の 内 側 に 設 置 す る

■断熱構造とする各部位

■断熱補強（熱橋部分）の範囲(Ｌ)

■窓まわりの断熱納まり

柱 又 は 梁 工 法
断 熱 補 強 の 範 囲 (Ｌ )と 地 域 の 区 分

内 断 熱 600900 450 ー
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※ 断 熱 補 強 断 熱 材 は 特 記 な き は 【 発 泡 ｳﾚﾀﾝt25吹 付 け 】 と す る
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特記なきはﾍﾟｱｶﾞﾗｽを標準とする

（AW･ｶﾞﾗｽ工事）

耐火被覆

□ 地 上 設 置 の 露 天 風 呂 （ 現 場 施 工 の 場 合 ）

□ 常 時 外 気 に 解 放 さ れ た 露 天 風 呂 、 半 露 天 風 呂
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浴槽の放熱を減らす為スラブ下及び立ち上がり面にはｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑt=50を打ち込む

防湿シート
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・凍結の可能性が見込まれる配管には

断熱材巻きやﾋｰﾀｰを設置すること

また土中に埋める配管は凍結震度以下に敷設すること

（設備工事）

断熱構造とする部分(特記なき部分は設定すること)
但し、外気に面するｴﾚﾍﾞｰﾀｰｼｬﾌﾄは除く

基礎内断熱の場合は床下全面に断熱材を敷き詰める


